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6章まとめ

第1節 三林遺跡の集落について

三林遺跡では集落関連の遺構として、竪穴住居跡47軒、掘立柱建物跡5棟、貯蔵穴11基などがみ

つかり、弥生時代後期前葉から古墳時代後期初頭にかけて集落が営まれていたことが判明した。本節

では、土器編年の流れに沿って集落の変遷をたどり、集落構造について検討を加える。

(1)集落の変遷

時期区分については、弥生時代を後期前葉、中葉、後葉、終末期の4つに、古墳時代を前期初頭、前葉、

中葉、後葉、中期前葉、中葉、中期後葉~の 7つに分けている。

1.弥生時代後期前葉 (V 1様式)

東区の北西側の緩斜面で集落が形成され始める。 SIl6を中心に SI27、SI46が約20mの間隔で並ん

でいたと推定する。 SIl6の位置にはその後、大型住居の SIl3(床面積38.5rri)が建つ。南区では遺

構が検出されなかったが、谷部の包含層中から当該期の土器が出土することから、調査区域のさらに

南側に遺構が存在する可能性がある。

2.弥生時代後期中葉 (V-2様式)

東区では前段階と同じ場所で集落が営まれる O 大型住居 SI6が建ち、 SIl3の跡地に小型住居

SIl9、その北側20mにSI2 (1日)が並ぶ。その後 SIl9の跡地に建つ大型住居 SI5を中心として、

北の SI2 (旧)は拡張して中型の SI2 (新)になり、南西側に中型住居SI8、南東側に小型の SIl5

が配される。南区では小型のSI34が建つ。その南西側4mに位置する SI36は後期後葉の貯蔵穴SK5、

10に先行するので、当該期の建物の可能性がある。

3.弥生時代後期後葉 (V-3様式)

東区では SI5を引き継いで大型の SI4が建てられるが、近辺の住居は南西側の SIl7のみである。

一方南区では SI34の跡地の両側に SI31、SI35が建つ。どちらもその場で建て直しが行われている

が、床面積の規模が縮小している。居住域はさらに東西に広がり、 SI31の20m西側に SI25、東区の

南端に SI45が建つ。この時期の貯蔵穴を南区で8基、東区で1基検出している。南区ではSK6、7、

10、 5 の 4 基が 2~3mの間隔で、等高線沿いに並んでいる。

4. 弥生時代終末期 (VI 1様式)

東区北西部から大型住居が消える。後続の SI3は小型の住居で、近辺に同時期の遺構はない。南

区寄りに布掘りの大型掘立柱建物SB4が建つ。南区では竪穴住居跡は検出されず、貯蔵穴 SK14の

l基のみである。

5. 古墳時代前期初頭(天神川 I期)

北区に初めて居住域が形成される。東区ではEd壌の北側で前段階の居住域が継続しているが、南東

側に新たな居住域が形成される。南区は居住域がない。

6.古墳時代前期前葉(天神JllII期)

東区の居住域が北東側と南西側に拡がる。南区はこの段階で SI33が建つ。

7. 古墳時代前期中葉(天神J11 III期)

東区では南東部が居住域から外されて、北西側に移動している。南区では SI33に後続する SI32の
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4.弥生時代終末期
(V1 1様式)

第121図 三林遺跡集落変遷図(弥生時代)
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1軒のみである。北区ではこの時期の建物跡

が見つからない。

8. 古墳時代前期後葉(天神1l[IV期)

東区と南区の居住域が消滅する。北区の西

側斜面中腹に SI23が建てられるが、当該期

の遺構は全調査区域内でもこの住居1軒のみ

である。

9.古墳時代中期前葉(天神}IIV期)

当該期の遺構は見つからなかった。

10.古墳時代中期中葉(天神}IIVI'"'-'刊期)

東区の北東部に居住域が出現する。竪穴住

居跡SI20、21、22が斜面落ち際に南北に並

ぶ。南区では西端でSI38が1軒検出された。

北区は中期以降、居住域から外れる。

11.古墳時代中期後葉'"'-'(天神川市期'"'-')

VIII期に入ると東区北東部の居住域が北西側

に移り、 SI9が建てられる。東区の建物はこ

の1軒が最後になる。南区では西側の居住域

が継続してSI39、SI40(1日)、(新)の順に

建てられて、1X'"'-'X期、古墳時代後期初頭

ごろに集落が終わる。

( 2 )集落構造

これまで集落の変選を土器編年ごとに見て

きたが、遺構数の増減から 3つのステージに

区分することができる。以降はそれぞれのス

テージごとに集落の構造を分析する。

第 1ステージ(弥生時代後期前葉~終末期)

東区の北西側で、 3軒の小型住居を 1単位

として集落が始まる。中葉には南区にも単

位集団が集落を形成する。東区北西部の単位

集団は大型住居を中心に2'"'-'3軒の小型・中

型住居を配する構造へと変化する。前葉から

後葉にかけて、大型住居が東区北西部で場所

を代えながら存在し続ける一方で、南区に大

型住居が建てられなかったのは、東区北西側

がムラの開祖、ムラの代表者が住む場所であ

り、ムラの中心、象徴としての性格を大型住

居が示していたためではないかと考える。終
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7.古墳時代前期中葉
(天神}llIIT期)
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第122図 三林遺跡集落変遷図(古墳時代)

この時期に布

掘りの掘立柱建物 SB4が、かつての東区北西

部の集団と南区の集団の中間に建てられる。

般の掘立柱建物とは異なる工法が用いられたこ

の建物は、大型住居に代わる集団のシンボルと

しての役割を果たしていたのかもしれない。

第2ステ…ジ(古墳時代前期前葉~前期後葉)

前期初頭(天神)11 1期)は東区の北端、南西

側、北区の東側の3箇所に集団が形成される。

東区北側のものは終末期からの継続とみられる

が、東区南東側と北区東側は新たに居住域が開

拓された地区である。 n期の段階では単位があ

いまいになり、住居が東区全域に分散して立地

する。ただし中央部分の地形が比較的平担な、

南北70mX東西20mの範囲は除かれており、

10.古墳時代中期中葉
(天神}'IVI~刊期)

11.古墳時代中期後葉~
(天神川四期~)
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その範囲を囲むように住居が配置されている点が注目される。南側は天地返しによる撹乱のために不

明であるが、北側の範囲では掘立柱建物跡SB5と、時期不明の SB1、3、5、そのほかに数多くのピッ

トを検出している。おそらく竪穴住居が建てられていない範囲には、掘立柱建物の倉庫が建ち並んで

いたと推定され、共同体共有の土地として扱われていたと考える。

前期中葉には北区が居住域からはずれ、東区の住居配置が北へ偏り、床面積の規模は前段階より

も若干縮小傾向にある。そして後葉段階では北区西側斜面の SI23を除き、遺構がまったく検出され

ず、中期中葉までの聞に集落の空白期間が生じている。忽然と集落が消えたかのように見えるが、そ

の予兆は前期中葉の住居跡SI7とSI12に見出せる。これらの住居跡は廃絶後に廃棄土坑として使用

されており、全調査区域内を見渡しても竪穴住居の中に土器が多量に廃棄されているのは前期中葉

の時期のこの 2軒だけである。居住域の中心が北側へ移動したためにかつての居住域が集落の縁辺部

となり、廃棄場になったと推定される。南区の SI32では多量ではないにせよ、破損した土器が床面

付近の埋土中から出土していることから、居住域の移動に伴って不用品の投棄が行われたと推測され

る。床面積の縮小化 1 建物の小型化も、工法とデザインの変化だけではなく、集落人口の減少が原因

となっている可能性も考えられる。 SI23が立地するのは急斜面の途中の踊り場のような狭い地形で、

東区、南区の集落の検出面よりも 6mも低い標高にあり、通常の住居とは考えにくい。集落の立地す

る丘陵は南北に長く、東西両側が急斜面となっているため、北区と南区の聞の谷筋が集落の出入り口

であったことは容易に推定される。実際、谷を登りきった地点から集落の形成が始まっている。谷を

囲む範囲に住居がある聞は常に出入り口を監視することができたが、仮に前期後葉の集落が東区のさ

らに北側へ移動していたとすれば、谷筋は死角となってしまう。そのために入り口の近くに監視小屋

が作られた可能性も考えられる。

第3ステージ(古墳時代中期中葉~後期初頭)

第2ステージで共同体の共有地と想定した東区中央部分の平坦地は、この段階においても共有地と

しての概念が残されていたようで、中期中葉に東向きの斜面際に立地し、後葉には平担地を避けて北

西向きの緩斜面倒に移動している。南区ではそれまで手付かずであった西側の範囲が居住域として開

拓されている。斜面際に住居が立地するのは東区と同様で、おそらく南側に広がる平坦地が集落の共

有地として使用されたのではないかと考える。

北区東側の撹乱土中と、東区南端の撹乱土中から須恵器片が出土している。北区の場合は東区から

の流れ込みの可能性が考えられるが、少なくとも東区の北側に集落域が広がることは確実である。ま

た、調査区域の南側に南区で検出した集落の本体が存在するものと予測される。

( 3 )他集落との関係

谷を挟んで、200m西方の丘陵上に立地する笠見第3遺跡では平成14年度から15年度にかけて調査

が行われた。 170軒の竪穴住居跡、 25棟の掘立柱建物跡が検出されており、東伯町内では最大の集落

遺跡である。町一 3様式、弥生時代中期後葉に始まり、古墳時代後期に終着を迎える註1)。一方、谷

を挟んで150m東方の井図地中ソネ遺跡では平成14年度に調査が行われ、弥生時代後期後葉の集落

跡と古墳時代前期初頭の墓域、古墳時代中期後葉から後期初頭にかけての集落跡が見つかっている。

井図地中ソネ遺跡の東方100mに位置する井図地頭遺跡では古墳時代前期中葉~後葉と、 7世紀代の

集落が見つかった出)。このことより笠見第3遺跡から三林遺跡、井園地中ソネ遺跡、井図地頭遺跡

へと、西から東へ居住域が拡大しているのがわかる。笠見第3遺跡が東伯町内の丘陵上遺跡群の中枢
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第2節井図地頭遺跡の評価

かどうかは定かでないが、存続期間の長さと建物の数から見れば母村と言えるだろう。三林遺跡集落

の第 1ステージが笠見第3遺跡を見上げる東区北西部にはじまり、 lil凄の西側に偏った居住域を延々

と形成し続けたのは、笠見第3遺跡の集落とのつながりが非常に強かったことを物語る。井図地中ソ

ネ遺跡では弥生時代後期後葉の竪穴住居跡が13軒見つかっており、これは同時期の三林遺跡の倍以

上の数である。住居は古墳時代前期の三林遺跡のように、中央の空閑地を取り囲んで配置されている。

同時期の三林遺跡のE陵の東半分が空き地として残されているにもかかわらず、隣のE陵上に集落が

聞かれたのは、集落を聞いた集団が三林遺跡の集落を母体としないためではないのだろうか。井図地

中ソネ遺跡の出土遺物に外来系の要素は認められないので、笠見第3遺跡かあるいは平野部に存在し

た集落の分村と考えられる。井図地中ソネ遺跡はその後集落が途絶え、古墳時代前期初頭(天神川 I

期)には土墳墓が集まった墓域が形成される。その時期に三林遺跡では東側に居住域が広がり、やが

て集落の最盛期を迎える。東方の天神川流域における拠点集落・長瀬高浜遺跡、の出現が示すように、

弥生時代終末から古墳時代初頭にかけては各地で集落の統廃合がなされた時期である。三林集落の盛

行と井図地中ソネ集落の断絶は、両集落が統合された結果、三林遺跡が居住域、井図地中ソネ遺跡、が

墓域へと機能分化したことを示すのではないだろうか。

北区SI24では床面に中央ピットと炉が併設されているが、管見の限りでは全時代を通しでも県

内に類例が認められない施設である。県外では岡山市の津寺遺跡で弥生時代後期前葉の竪穴住居跡

SI202、203、204と古墳時代前期前葉の SI228、236、252に類例が認められる削)。とくに SI204

は時代が異なるにも関わらず、すべてのピットの配置、炉の形状、炉外の焼士面の位置、遺構の方位

まで三林遺跡SI24と酷似している。円形の中央ピットと方形の炉が隣接する平面形態は、弥生時代

中期後半の初めから後期末までの期間に、西播磨地方を中心に分布する 10型中央土坑に類似してお

り註4)、津寺遺跡のそれは西播磨地域の影響を受けて、さらに発展させたものと考えられる。津寺遺

跡は古墳時代前期の山陰系土器の出土量が吉備南部の遺跡の中でも突出していることから註 5)、山陰

地方とのつながりが強い集落であることが窺える。三林遺跡SI24から出土した土器129は「く」の

字状の口縁部と外面ハケメ調整に畿内の布留式祖形嚢の影響が見られるが、張りのない体部の形状は

同時期の吉備地域の曹に類似している。集落の相互交流によって吉備地方の土器と住居の形態が三林

遺跡に持ち込まれた可能性が考えられる。(家塚)

註1)牧本哲雄ほか 2004 W笠見第 3 遺跡~ (財)鳥取県教育文化財団

註2)君嶋俊行ほか 2003 W井園地頭遺跡井園地中ソネ遺跡~ (財)鳥取県教育文化財団

註3)高畑知功ほか 1998 W津寺遺跡 5~ 岡山県文化財保護協会

註4) 山下史朗ほか 1999 W清水遺跡』兵庫県教育委員会
註5)亀山行雄 2003 I吉備地域の古式土師器JW古墳出現期の土師器と実年代シンポジウム資料集』

(財)大阪府文化財センター

第2節井図地頭遺跡の評価

井図地頭遺跡は、平成14・15年度の二次にわたって調査を行い、縄文時代から平安時代、近世にか

けての多くの遺構、遺物を確認した。各時代の特徴的な遺構、遺物をまとめると以下のとおりである。

縄文時代:墓壌の可能性がある土坑2基(うち 1基は中期船元式期)、落とし穴状土坑多数の他に、

前期羽状縄文土器片、中期船元式土器片などが出土した。

弥生時代:前期の土器片の他に、溝から前期~中期と考えられる打製石鍬が出土した。
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古墳時代:前期中葉~後葉の竪穴住居跡1軒、土坑 1基を検出した。

7"""8世紀代:竪穴住居跡 3軒、溝3条、土坑12基の他に、包含層・撹乱土中から多量の須恵器、

土師器が出土した。 SD4に沿って一定間隔で並ぶ土坑 (SK29など)は、それぞれが新旧の重複関係

を持ち、土層には柱痕ないし柱抜き取り痕跡、埋め戻しを示唆する水平堆積が認められる。 SD4は

区画溝的な性格が考えられ、これら土坑群も SD4と何らかの機能的関係を持つ可能性がある。 SD4

より北側(低所側)に位置する小規模な円形土坑 SK33、36からはほぼ完形の土器が出土した。また、

SI1の近くに位置する方形土坑 SK3からは輔羽口が出土した。このように、当該期の土坑にはいく

つかの異なる性格が想定される。

平安時代:幅約2mの溝による「コ」宇状の方形区画(南北約50m、東西約30m)を検出した。

近世:溝から17世紀代と考えられる唐津焼碗が出土した。

本遺跡の消長を近隣の遺跡と比較する上で問題となるのは、第一に 7世紀代における集落の盛行、

第ニに弥生時代後期における空白期の存在である。

本遺跡において集落が最も盛行したのは6世紀末""8世紀前半(高広 1B期""illB期)である。同

時期の近隣の集落としては、同じ尾根上に立地する三保遺跡の他に、本遺跡の約3km西方の丘陵上に

位置する八橋第8・9遺跡註6)があげられる。この遺跡では古墳時代後期以降、 7世紀代を通じて竪

穴住居を中心とする集落が営まれており、 8世紀代には大形の掘立柱建物群が成立するなど、集落の

継続性、規模、掘立柱建物の存在という集落構成の点において本遺跡との相違が認められる。当該期

における集落の動態を考えるうえで、本遺跡との比較検討を進める必要があろう。

一方で、本遺跡では弥生時代後期の遺構・遺物は皆無に近い。付近の丘陵上において当該期の拠点

集落と目されるのは、本遺跡の西方約800mに位置する笠見第3遺跡である。集落の形成開始は中期

後半であり、後期になると規模が拡大するとともに、小谷を挟んで東西方向に隣接する尾根上にも集

落が展開していく。こうした動態の中で、三林遺跡や本遺跡に西隣する井図地中ソネ遺跡でも後期段

階に集落が成立するが、本遺跡にはこのような動きは及ばなかったようだ。このことには、居住域の

展開に充分な平坦地や、耕地に適した小谷に恵まれていないことなど地形上の制約が大きく関係して

いよう。また、弥生後期~古墳時代前期前半に盛行したこれらの各集落は古墳時代前期後半に一度断

絶し、代わってその近辺に腹谷遺跡註7)や八橋第2""第4遺跡註8)なと、小規模な集落が成立するようで

ある。本遺跡で1軒のみ検出された当該期の住居跡も、あるいは同様の背景を持つものかもしれない。

以上のように、本遺跡における集落の消長は周辺遺跡のそれと密接に関係しており、丘陵上の遺跡

群全体の動態に位置づけて理解すべきであろう。ただし、本遺跡の立地には丘陵と平野部との接点と

いう一面もあり、例えば館跡の可能性がある方形区画は、眺望のきくこのような立地を積極的に志向

していることが明らかである。したがって、丘陵上のみならず平野部の遺跡の動向にも目を向けなけ

ればならないのは当然であるが、本遺跡の眼下に広がる洗川流域の低地部では、現在までに発掘調査

は殆ど行われていない。今後の課題とし、資料の蓄積を待って再考することにしたい。(君嶋)

註6)小口英一郎ほか 2004 W八橋第 8 ・ 9 遺跡~ (財)鳥取県教育文化財団

註7)小山浩和ほか 2004 W久蔵峰北遺跡捜谷遺跡岩本遺跡~ (財)鳥取県教育文化財団

註8)大賀靖浩ほか 2001 W八橋第2遺跡~八橋第4遺跡発掘調査報告書』東伯町教育委員会

。。つム
1
1ム
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三林遺跡出土遺物観察表

第11表 三林遺跡出土土器観察表(1)

見〉 地区 i綴藍{十持在 締罰

品一一土塁雌饗一… 残存率 調鐙 色調 胎土 {品考 I ~~PJ 
I 京区 521 際1 PL穿穿P53388L0g 凶… l 総口径諮~ : ※13.8 口縁部1/10 外取ナデ l灰浅附黄色 やや怒、 1闘の砂校

福旧日
:ム3.8 内在百 ナデ を含む

2 京区
SI1 口径:~正 18.8

口綾部lil0
外部.ナデ lこぶい燈e

¥'fi 悩凹5
11議 PL.30-1 器日記 ム4.9 内街:ナデ f主綬色

3 )H主 SIl4 第8殴 之き島1整;1* 2口2径潟 主主14.6 口鋭部1/8 内外箇:ヨコナデ にぷい黄段色
主査2間以下の砂校、

外面累斑 俗旧35
耳~jこ PL.32 ム4.2 金ぎ雲母を多く含む

SI2 第10図 弥生土6d 口径・※17.7
外商 口綾部l二6条の目I線、頚

4 東JR 2Rヨ上而 PL.30…I 1笠芝2 諮高ム4.2 口縁部1/7 部ナデ 浅黄色 密 福閃日

内面.口縁~頭部ナデ

外而 口縁関;に 4 条の沈談、~ ..ぷい黄笹色~嵩色

b 東区
SI2 第10[;!J 弥生土器 口径:※14.4

日終部1111
部ナデ 密、 1~2凹の長石

外面様付表 福lH72厨 PL.30-1 王建 ~~滋:ム3.0 内面l 口緑~頚郎ナデ、以下ケ 1:ぷい黄提巴~尻島色 を合む
ズリ

6 京区
SI2 

第10凶 弥生立土を器 I~底苦5筏lj: ム7.3 rif.部4/5 外治1・ハケメ、ミガキ 赤浅褐策色f主
筏3間以下の砂擦を

外削赤彩 芝田6
lml 7.4 内耳耳 ケズリ、ナデ? 含むやや組

外岡 日綾部に多条平行沈線文

i J!!区
SI3 節目図 弥生土掃 口11:※20.5 

口幸~~nß 1I4
一→ナデ、頚部ナデ

にぶい黄燈色
やや密、 1~2凹の

外繭煤付清 福即日
2開 PL.30…I 宝望 桜前:ム5.8 内面 口縁~翻部ナデ、以下ケ 砂粒を多く含む

ズリ

SI3 第11閲 弥生土器 口f王:~詰 15.3
外泊:口綾部;に多条平行沈線文 iこぷい駁色

密、 1~2聞の砂粒
8 京区

中克ピット君臨 PL.30-1 翌 器商ム4.3
口縁部1/5 →ナデ、宝良部ナデ

を13む 福田10
内面:口縁~霊視部ナデ 縫色

9 京区
SI3 第11悶

|肢はき建務
口径 ※18 

面:ナデ 灰褐色
密、 O.5~1酬の長石

外J匝煤付着 福田11
月R土 PL.30-1 器関ム2.7 を含む

10 京区
SI4 

第PL133悶2 |弥す認 器口f防壬: ~，玄14.6 口縁部1/10 外郎--RE3綾綾部部抗ナL線デ、、 消援1部部ナケデズリ 総色 f圭1.5回以下の砂粒
私ifl122P2lJ!Jl土 ム3.1 F町立百 にぷい黄褐色 を多く含む密

外商 口縁部沈線、胸部ハケメ

II 京区
SI4 第13凶 弥生土器 口径:※16.2

口綾部1/6
→ナデ

浅黄色
径 1阻以下の砂粒を

口綾部外面媒付着 福田23
埋士 PL.32 主宅 総高:ム3.9 内而口綾部ナデ、罫1部ハケメ、 含む密

府部ケズリ

SI4 第13凶 弥生土器 口径.※14.6
外商 :0綾部緩ハケメ、頚部ナデ

径 2醐以下の石英、 頚部にt完成総穿孔
12 東区

撹乱 PL.32 雪量 tffi高ム4.8
口縁部1/4 内面‘口綾部;ナヂ、府部ケズリ にぶい赤褐色

砂投を多く含む密 2孔内外部亦彩
稲田24

→ナデ

外面 口縁部沈線一一部ナデ消

13 ~iJR 
SI5・13・19 第15図 弥生土踏 口t予:※16.3

口綾部1/4
し、解剖:ナデ

桜色
筏3四以下の砂粒を

頚部外面に刺突文 福岡27
思土 PL.32 1塁 総司自1:ム5.4 内面:口縁部ナデ、頭部ハケメ、 含む街

Ji7部ケズリ

14 京区
SI5 第15s1 弥生5菱土総 ロ f壬，~14.0

口縁部1/4 外語:口綾部I"l線、 隊隠部語r:ナケヂズリ j主主吐鐙色 含f壬むl悶以密 、νノ申収交ど 口頭部外聞煤付着 福田25
床面 PL.32 2Ii商ム3.7 。lI箆・日綾部ナデ、

SI5・13・19 第15国 弥生土iffi 口径.※16.2
外面・日綾部凹毅、阿部ナデズリ 黄灰色

径 1珊以下の砂粒を
15 *区 埋士 PL.32 褒 2苦f~同ム4.3

口綾部1/3 内而口綾部ナデ、頚部ミガキ、 灰黄色
合む

外面煤付着 福田26
府間:ヶズリ

16 *区
Sll臼 第15IT司 弥生5菱土器 ロ!1:※15.2 日縁部118 外四 日日縁縁部部沈ナ線デ、、 脳部ナデ iこぶい黄鐙色

f壬2醐以下の砂栓を
口縁部外商煤付着 福田40

がI!土 PL.32 WJi窃ム3.1 内i剖 )fl部ケズリ 多く含むをf;

S1l3 第15閲 弥生土器 器商:ム2.8
外面ミガキ 灰黄m色

径2胴以下の砂粒を
17 東区 底部1/4 内面ケズリ、ハケメ 灰黄色 偏回34111討 PL.32 底部 成径:※6.4

政外部ミガキ
多く含む密

18 京区 511綴8 第18図 弥生繋土認 2日苦筏肉 : ※17.2 口幸車部1/6 外街 ロo綾綾部部沈ナ線デ、、 成沼郡宮sケナデズリ にぷい赤褐色 筏2回以下の砂粒を
外部煤付着 福匝129

PL.32 ム3.7 内弱 lこぶい褐色 多く含む

19 [京区i 第18U現 弥生き霊土2泣 口径:※14.8 日産量部1/3 外立証 口口綾縁部郊剖ナ線デ、、 府部?Eiナケデズ1)
にぷい賞主主色 径 1師以下の砂粒を

外箇煤付着 福田28u君 PL.32 @-~潟:ム 4.0 内部 浅黄色 含む*

20 楽区
SI6 第18凶 弥生土器 口 t~: 3正15.8

日終部1110 外ilii:ロ口綾綾部部ナI"l線デ、、 続出目ナデ にぷい貨位色
径 1冊以下の砂粒、

口縁郊外面赤彩 福田30
P 101Jj!土 PL.32 宝聖 1*諒~ :ム3.1 内販: 沼部ケズリ 金三~i母を含む密

SI6 第18闘 弥生土器 口径 ※19.3 
外面:口綾部凹線、係部ナデ

径 3間以下の砂粒を
21 京区 llli! PL.32 高士千 器関ム6.6

口綾部1/4 内福:口縁部ナデ、土手部ケズリ i二ぷい黄位色
合む * 口縁郊外聞赤彩 街悶31

→ナデ

外百在 日縁部ナヂ、胸部斜めハ

22 京区
SI7 第19図 土品~îGå 口径.※12.0 日主主部li2 ケメ

燈s 径2回以下の砂磁を
底外国煤付着 もうHIJ51

床面 PL.31 主立 器高 15.3 胸部2/3 内節 目縁部ヨコナデ、胸部ケ やや多く含む密

ズリ

23 東区
SI7 第191Zl 土g乞1H22号 2口苦径肉 : ※23.8 日縁剖11/8 内外面ナデ 浅黄燈色

筏 1間以下の砂粒、 口総郊外商に竹管
伊藤12

時ミ尚 PL.30-2 :ム4.7 金雲母を含む密 文

外筒 口縁部ヨコナデ、頚部設

24 京阪
SI7 第19図 土問i熔 口径:※17.2 口縁部1/5 ハケメ→ナデ、阿部慣ハケメ

浅黄色
径1.5mrn以下の砂粧

山本く42
2開 PL.30-2 2一脅E 器i高:ム7.9 頚部1/3 内町:口頚剖;ヨコナデ、府部ケ を含む密

ズリ

外聞 口綾部ヨコナデ、脳部ナ

25 京区
SI7 第19図 土師総 口径:，*12.4 

口綾部1/4 デ、横ハケメ 浅黄随色
径 I回以下の砂粧を

伊藤11
2!i'l PL.30-2 翌 器商:ム5.6 内面 口縁部ヨコナデ、阿部ケ 合む

ズリ

外凹:口縁部ヨコナデ、問部縦 浅黄隠色
径 2mm以下の砂粒、

26 *13: 
SI7 

第四。図-2 :i:附置; 口径・※30.8 口頚部1/4 ハケメ→ナデ 三塁母、 fill月石を含む 伊藤16
2/lヨ PL.3 き塁 ~~高ム 10.9 内面:口綾部ヨコナデ、頚剖;横 援色

やや街
八ケメ→ナデ、羽部ケズリ

外原 口縁部ヨコナデ、胸部横

27 京区
SI7 二u却器 口径・※12.8

仁i綾部11日
ハケメ→ナデ

!こぶい赤褐色
径 1阻以下の砂粒、

伊藤14
2隠 主建 器おム8.1 内面 口縁部ヨコナデ、岡部ケ 雲母を含む 1fi 

ズリ

外四 鋭部ヨコナデ、胸部縫ハ

28 京区
SI7 第19閲 土問1器

能向:ム20.2
E軍部lil日以下 ケメ→儲ハケメ

i開黄褐色 徒2回以下の砂粒を
頚部外国に科突文 山本く43

床削 PL.31 illァE 岡部1/3 I句麗頚部以下ケズリ、所々指 やや多く含む 1fi 
lfJi圧泌あり

SI7 第19悶 土師器
口 1~: 11.4 

口縁部3/4 外聞:縦ハケメ、指頭任痕 径 1四以 Fの砂粒、
29 東区

J正閏: PL.31 椀
器商:5.8 

底部完存 内面.鍛ハケメ 底外泊ナデ
段色

角閃石を含む密
外面者、彩、紫斑 総回46

底径 3.8 

SI7 第19図 土郎総
口t壬:12.4 外面総ハケメ 径 l凹以下の砂粒、

30 東区
床而 PL.31 椀

器高 :6.4 lまi王手主形 内簡横ハケメ 内外I百指耳目圧 燈色 金~母、 flll月石を合 福田48
成径:3.0 7民底外部ナデ む舘

SI7 土郎骨苦
口径:※11.0

口縁部3/4 外面綴ハケメ
援色

径2剛以下の砂粒を
31 東区 n，耐 穿H9図

椀
225五 5.6

底部完存
内問:械ハケメ、指毘1圧m ;主演捻色

含む密
外国黒斑 福田47

ほ径 4.4 底外商ナデ

n可
U
ワム1i
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第12表三林遺跡出土土器観察表(2 ) 

32 1京iま 角関おを会 11ま外国にまIJ際痕?1悩[JI45

IiJ. I 地区 翁考 :liiWh苦ぬ

区
一
区:
 

吟

A

-

汁

m

q

d

-

A
当

q
d

一

向

d

話Hl50

35 1東区

日i
38 1 J!lIま

39 1 京区

40 1 JI!尽

必 I3;
44 I :-I([K I SIl国0 

45 1京区 I|l S床ili甜o 

46 1 J!東寸-区 S本11;M1H211 ) 

47 1 Jl!区

48 1 J!!区

49 1 J1([K 

50 1京区

51 1 JI江主

52 1東区

出:
55 I京区
56 京区

57 京区

58 京区

59 1東区

60 1 JlH瓦

61 1京区

62 1 JI![主

63 1京阪

64 1 Jl(区

65 1東IK S112 
上関

清水25

性; 外面Hこm斑 山本く 11

省、 1~3阻の石英
を含む

山本ひ19

1間以 Fの砂殺を

* 
緩木3

外面・口縁~刻百五ナデ、lfI剖h

L品、百五五1デ、殺訂以下ヶ!羽詰褐色
ズ1)、応部ナデ

外而 口縁~罫I剖;ナデ、体調iハ

高品口数~捌円、以下ヶ II:~":い凶
ズリ

外国。口縁部ナデ、野1詞;以下八

I1J:ロト胸部儲ナデ、州沖|にぶい蹴色
佼f日銀任痕、体部下半分ケズリ

密 外匝iと、白面下半|山本く 10
5JIこ土:M-t引

街、 0.5~1聞の砂粒
を含む

IlJ本0'17

やや組、 1~3聞の i 底部外商にm既
長石を合も

III本く6

内外面煤付設、脚
部付け娘の内面に i山本く 13
赤彩

山本く7

山本く9

山本ひ22

Nt.I!l15 

0
6
 
J
 
i
 、
l
 

ノ

111本~'l 3

111本ひ14

IlJ本ひ9

山本~\10

山本ひ11

ハUつd
-
上
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第13表三林遺跡出土土器観察表(3 ) 

!io. 
川ド「…U一…区悼…iiT 澄終位終

J弔問 滋別
法 (cml 残存率 調笈 色調 胎:l {読考 5凶器者ぬ

PL ;器滋
伸一

外商 口綾部ヨコナデ、岡部設 筏1.5悶以下のお英、
66 9.[区

S1l2 第:ll図 土師百; 口f壬 19.1
口縁部3/4 ハケメ 浅黄鐙色 金雲母、砂粒をやや i1E1縁斑部・胸部外国l4、11!7 

下関 P1.34 翠 器ifJj:ム12.7
内面:ロ縁務ヨコナデ、際ケズ1) 多く含む ¥'f' 

SIl2 第31凶 土r，iJî#~ 口t壬※15.0 外聞ナ[1主デ 密、 1-3聞大の砂
67 東区 t尉 P1.33-2 宮里 l!li高ム5.1 日綾部1/3

内而 M頭部 t 以下ケ 浅Tk駁色
粒を含む

山本ひ12
ズリ

SIl2 第31閲 日f壬※15.2
外面ナデ

密、 1-2聞の砂粒
68 東区 日綾部1/7 内同1 日縁~頚部ナデ、以下ケ にぶい黄綬色 山本ひ日

上扇 P1.33-2 若苦肉 ム5.1
ズリ

を含む

Sll2 第31悶 土締結 口径 ※14.0 外商F良・、口D数縁剖~頚;5ケ1在i日剖7ナJ;ナヂ1)、デi、宇部岡ハ部ケfメ旨 0.5-3酬の砂粒を
69 東区 日李主n百1/5 件，[面 浅黄色 111本ひ15

下溺 P1.33-2 号室 iififi革命ム7.7
訂]圧

合む

SIl2 穿;31図 tf町i&i
口径:※18.7

口幸ま剖;)/3
外llfi:r干部ハケメ→ナデ、 IW柱 明主主総色 I筏石密英1、珊金以雲下母のを砂含校む、70 東区 J二関 P1.34 低閥均く

;器ii1i:6.0 IJ!iJ部完#- fiBミガキ 外聞:立斑 'J、IlJ9 
lま径:5.2 内福:土子笥;ミガキ、続出iナデ 浅災事室色

SIl2 第31図 t師器 主総1主1径長径者: 21.5 受腕部部ほli/ま3完存 | 外I均i百前草 :ゅ'受受ミiけガ7高在キ官;ミミガガキキ、、総絡務調ケ>1ズ詩ハリ
筏 I悶以下の砂粒、 小11I6

71 京阪 上鼠 P1.34 鼓jsjll苦台
: 11.5 i時前褐色

金2塁f，Jを含む 1fi 
: 20.2 

72 京区
SIl2 箔31121

鼓j}:応飯器器会 l2gま苦潟筏 ム7.2 脚部1/4
外i躍。ナヂ

浅黄舷色 密 山本ひ21
上国 P1.33-1 :;:五15.6 }持頭.不明

73 京阪
SI21 第3H耳 士繁郎昔話 | 器聞潟を:※15.0 臼縁1/12 外I何編百 ナナデデ 浅iこぶ黄いfiJ褐色 怒、 1.........31t11lの砂殺

外語i煤付表 山本ひ16
上J将 P1.33-1 :ム3.9 を合む

74 JllG主
S1l5 

言P語L343E23 弥生調ι 土綴 口径:*6.3 臼縁部1/4
外部:ナデ、街頭口:痕 潔にぶい灰い持色続色 含f霊む1師主以主下の砂主立を !棚37j里土 認諾・ム5.3 内而:日綾部ナヂ、軍司自iケズリ

75 京区 中央5ピ1ッ15ト翠土
安i34D遺 弥生主翼土l!li 提ロ1言3語!: ※ 13.6 口綾部1/8 外面・ーナ口綾デ部I"l線、 室長部ナデ 褐灰色 筏2間以 Fの砂粒を

外商煤付者 [根回36P1.32 ム2.6 i勾nn iこぶい黄笹色 含む密

外四 日綾部閉線、関部緩ハケ

76 *区
SIl6 第35悶 弥生土器 口径 13.2 口縁部7i;存 メ→ナデ

権色
径 l回以下の砂校を

外面煤付着 裕凹52
SKl埋土 P1.43-1 主主 器情iム9.3 岡部1/4 内而 日経団:ョコナデ、劇部ケ やや多く含む街

ズリ

77 京阪
Sll8 第37図 土防室菱器

日筏白※13.2
口縁部1/4 内外組:ヨコナヂ i主館総色 径多く1師含以む下の砂粒を も~Hl] 39

付近 P1.32 捺高.ム4.2

外凹:口縁部ヨコナデ、上子部ハ
f壬l回以下のお然、

東区
SIl8 第37図 士郎g.a 口径:11.7 

口縁部112
ケメーミガキ

にぷい貨燈色 協閃3878 
付近 P1.32 器台 器商:ム2.3 内街 Ll綾部綴ハケメ→ナデ、

砂粒を含む

tft部ケズリ

外郎:日綾部ナヂ、府調;以下ハ

79 東区
SI22 第39凶 土師器i 口t壬・ 5足11.2 口縁部1/4

ケメ
赤十笠色~燈色 2若 福田19

下層 P1.33-1 号室 R5~石.ム9.2 内面:口縁部ナヂ、岡部指頭庇
浪、{宇部ケズリ

80 京区
SI22 穿~39鴎

土防3翌nii 口1圭:※14.5 1I縁部1/11 内外面:ナデ ~色-:こぶい黄壁i'l
倍、 lmmの5笑を含

福岡21
時ミ菌1 P1.33-1 棒高:ム2.9 む

日I )j(区
SI22 

第39図
土銅器 口?歪:13.3 底日綾部部欠完綴{庁 内外而不明 段色 密 /l.iEIl20 

時，[師 機 (，fiiflj:ム5.5

日・ 16.9 外凹 町、部ハケメ、脚筒部ミガ 段色-1二ぶい黄
SI22 第39図 :上線総 口幸ま"$1/4 キ、裾古f，ナヂ 街、 1-2聞の砂校

福田182 東区 P8底函 P1.43-2 高郎 12.0 
欠損 件j而 J;f;器不明、脚持部ハケメ 後色笹色 を合む

8.7 
→街頭庄痕

外商仁i綾部3条の閃線、，m部 明黄褐色

83 :!t[s: 
SI27 第41図 弥生土探 口i壬白※13.4

口長まfffi1/4
以下ナヂ 密、 1-3闘の砂粒

山本く20
P2ftJ!:f: P1.38 5塁 指向ム3.6 IAJ磁・口絞~頚部ナデ、以下ケ 明演箔色~黄灰色 を含む

ズ')

84 京区 Si壁12土7 穿i41sl 弥笈生Ji~二七2認1 E2E2 if謁壬 : ム2.0 底部3/4 外頭:体部ハケメ Z明黒掲裁{褐立色 やや級、 1..-...，2mrnの
外面傑付者 山本<21

P1.38 : 4.0 内福:)ま溺にお顕在痕 石英を多数l二含む

外而:IJ綾部ケズリ→ミガキ、 黒褐色

85 *区
SI28 第43凶 :t師総 日1f ※21.2

口綾部1/12
受古都ナデ 昔、 ¥-2酬の長石

山本く27
f覚乱!商 P1.38 笠 話苅ム4.2 内前 日縁部ミガキ→ナデ、頭 黒褐色~燈色 を含む

部ケズリ

86 京区
SI28 第43閲 土防総 口径:※15.8

口綾部1/12 外内而組ナ[コ縁デ ，受託部ナ 以下ケ にぷい黄栂色
街、 lITJllの石英を合

外面煤付潜 1I1本<25 
撹乱闘 P1.38 翠 器在宅:ム5.3

ズリ
む

SI28 第43悶 土師器 口f壬:;:詰10.0 外泊ナ口絵デ， 
87 東区 J覚乱闘 P1.38 1lli 器i出ーム8.2

口縁部1/8 内i町 '瑚耐プ 以下ケ にぷい前[怪色 ¥fj 外面i黒斑 山本く30
ズリ

SI28 第43図 口f壬.※8.2
外聞ナヂ

淡;こ滋ふくfL主ミ
88 京区 J覚乱闘 P1.38 出j高ム3.4

Il主士宮1>1/4 内聞 臼縁~芸員rmナデ、以下ケ 密 山本く26
ズリ

89 東区 ;覚SI書2し8綴
言¥43l話 土防l!li 5法主的祭3 ム3.4 関部115欠損 外i剖 ハ受部ケ不メ→明、ナ際デ部ナデ ここぶぶいい1褐4鐙色色 や砂粒や組を含、0む5---2阻の 関i部2随所穿孔 山本<29 
P1.38 低関係 5.6 内図

SI28 第43図 土師器 器防 6.6 
外国ナデ

やや粗、 1-3聞の
90 東区

撹乱闘 P1.38 鼓形総合 Ji~径 18.4
筒部1/3 内磁:受部不明、脚部ケズリ、 淡黄色

石英を含む
山本く28

IW綴笥;ナデ

91 京区
S129 第45図 土r.建E22 2口苦径i務 ※18.1 日Eま昔日1/5 外語I ι門J縁口 v 耕相民官防ふノ {宇部ハケメ 呼1黄筒色 留を、含0む.5-1闘の万英 外1m煤付着 山本く31
P3Jill:t P1.38 ム10.1 内部i 以下ケズリ

92 京阪
SI29 第451並 土師*i 口径 ※15.6 

[口縁部ν 内外郎・横ナデ にぷい筑4音色 管 山本く34
穏土 P1.38 1菱 諮a石，ム4.7

93 東区
SI29 百¥451Zl

!低土額附車部 器苅ム3.6 内外部j:横ナデ 浅黄色 持; 土科子ヲEをj;とされの接る合問が 山本く33
1塑ゴニ P1.38 

SI29 第45図 土師器
口径:14.0 

外面:t宇部ミガキ、関!部ナデ
94 京区

床面付近 P1.3日 低脚tf
2/ii高 4.0 口室生誕UI2

内凶:上手部ミガキ、脚商;ナデ
前後色 笛: 山本く32

底径:3.3 

95 京区
S129 

第45図
土品ijiW; ロif:;:x12.0 

口綾部l/2 外1m:上手都ハケメ、 日E理m吉部1;ナナヂデ 月丹黄褐色 ¥4; 山本く35
時ミ商付近 低立車郎 65:~合: 5.0 IAJ苅 :1不器iミガキ、

外編:口縁~頚部ナヂ、体官官ハ
街、 1-2聞の石英

96 東区
SI30 第46閲 : ，;08.6 

日縁部1/5
ケメ

，w'r品色 山本く37
1m土 P1.44 器高ム15.1 内面l 口縁-fJ1部ナデ、以下ケ

;:(1) 

97 JI([主 SI30 第461翠 土f4illli E2号~{法至J ム5.1 脚部1/4 外mj ハケメ→関]筒郎ミガキ :こぶい前段色 密 i白木く36
男子一Iニ P1.44 記~i:'干 *9.8 内国ナデ

Sl41 第4日[週 土師総 総[11高'e: 20.2 ! 府口軽部震3ま/迂4完存
外聞 :U録部ヨコナデ府部ハケメ 径 lmm以下の砂校、

外面、文1日王・子綾部波状部に櫛文内描ilil 98 京rK
~J!土 P1.42 護 :ム12.0

内弱:臼縁部ヨコナデ、務部指 浅黄縫色 石英、金3雲母を合む 赤彩 小山2
liJi圧痕、洞古rr;ケズリ 密 直ま車

外面j: c1縁fif;ヨコナデ、劇部i綬

99 珪E区
Sl41 *48凶 2u昔t話a: 32.5 陸部欠m ハケメ→犠ハケメ lこぶい賞後色

筏2回以ドの石炎、 日{サ1出 仙即日ιh開 m水24
1)<11両 P1.42 ム46.7 内削 口綾部ヨコナヂ、鋭部指 砂粒を含む筏

ITSi圧f夏、 E同部ケズリ→ナデ

1
1ム
Q
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三林遺跡出土遺物観察表

第14表三林遺跡出土土器観察表(4 ) 

00 地区 1号謹室位綴 持図 磁器目綴1) 法鼠〔叩] 残存率 調設 色調 始土 {菊考 ~抑j者00，
PL 

SI41 第48図 土師器 口径:26.0 
外商:土手音fiハケメ→ナデ、胸部

径3胴以下の砂粒を
100 京区

床面 PL.42 高杯 器高:68，7 口縁部3/4 ミガキ
燈色

多く含む詰
，)、LlJI

内預:ナデ

101 東区
SI43 第49u週 土喜室市E苦号 | 2I35?滋壬: ※18.8 口頚部1/8 内外聞:ナデ にぷい黄燈色

ff 1間以下の砂校、
芝旧4

性i土 PL.41-1 : 67，5 金三塁母を含む 'ifi 

SI43 第49図 土師詔 口f壬:※20.4
径 1回以下の石英、

102 京区 仁i縁部1/4 内外面:ミガキ? にぶい貨鐙色 金~母、砂粒を含む 芝日]5
床面付近 PL.41-1 高釘、 器商:ム5，7

密

外泊:口縁~頚部ナデ、休部ハ

103 京区 SI44 
第50凶 土師llil 口f圭:※14，0

日紋郊1/4
ケメ

明黄褐色 'ifi 外面煤付着 山本く 15
PL.44 翌 器尚:68.3 内面:口縁~頭部ナデ、以下ケ

ズリ

第50図 土師器 口径:※16.8 外語 : 口口縁縁頚喜良部部;ナナデデ、
104 *区 SI44 口主主部1/8 内面: 以下ケ 浅黄色 密 外面煤付者 111本く16

PL.44 き盟 *iii窃:ム5.8
ズリ

105 楽院 SI44 
第50C富 士郎総 口径:~ま 28.4

口録音11/14
外面・ミガキ

にぶい黄色
やや組、 1~2剛の

山本く17
PL.44 高土手 2苦il'Ij:ム6.0 内面不明 石英を多く会主2

外面・日縁部多条平行沈線、語1

106 東区 SI45 
買~51 図 弥生土器 口t壬.※22.8

口綾部1/4
部以下ナデ

浅黄燈色
語、 0.5~3聞の石英

山本ひ6
PL.43-4 き翌 *~~出ム7.7 内面ー口縁~鋭部ミガキ→口縁 を合む

ま南部ナデ、!tln部以下ケスリ

SB4 弥生土器 日夜:※14.5
外i百・ナデ 灰白色

やや街、 0.5~ 1.5醐
107 東区

東持母坦!土
第54悶

き望 告苦肉:64.4 
日綾部1/6 f勾関.口縁~頭部ナヂ、以下ケ 灰白色~浅黄鐙色

の砂粒を含む {J'Ii長5
ズ1)

SB5 土師器 口径:※13.7
外商:ナデ ;浅liri黄設燈邑~色1:ぷい露呈 街、 0.5~ 1.5四の砂

108 東区 第54凶 口縁部1/8 内而:口縁~類部ナデ、以下ケ 伊藤6
P3埋土 宝塁 器前;ーム4.4

ズリ
粒を含む

SA2 弥生土器 口径:※15，2
外面 口縁部多条平行沈繕1文、 縫色

やや密、 0.5~2聞の
109 東氏

Pl埋土
第55図

翌 22i高:ム3，0
日綾部1/12 頭部ナデ

砂粒を含む
外面煤{寸1'f 伊藤8

内記:ナデ 浅黄栂色~騒色

110 東区
SKl 言語56閲 弥生土器 口径:※12.0

口縁部1/8 外部ナo綾デ部沈線、受賞部ナデ 1立色 径2師以下の砂擦を
消水1

政官百 PL.45 警♂手翁、 器商:63，3 内面 まばらに含む密

第61閲 土師器 口径:※19.4
外国:口滋~空白部ナデ、 f宇部ハ

省、 1-3聞の石英
111 東区 SK29 PL.43-7 翌 器耳石:610，8 日縁部1/2 ケメ内面 白縁~額llIlナデ.以

浅黄怪色
を含む?

際剖;に刺突3得点文 山本ひ5
下ケズリ

112 東区
SK29 

第61凶
二七郎裁

受け部1/8 内外国:ナデヲ ;主演際色
筏 5mrn以下の石菜、

芝田3
域土 鼓}惇総合 砂粒をまばらに含む

113 東区
SK29 

第61閲
土{師器

器;11;ム3.1 内外国:ミガキ 淡iこぶ黄色ぃ言者鐙色 筏1.5師以下の砂粒
外岡赤彩 芝田2

思土 低/llIl杯 をやや多く含む密

SK31 第63凶 土師器 口径・※17.2
外i在I:口綾部ヨコナデ、続出;検・ に5ごい滋色

径1.5四以下の砂位、
114 東区 ffJ!j二 PL.45 翌 器商ム11.7 口事ま1部1/4 斜めハケメ 雲母を多く含む香;

治水16
内i首:[]綾部ヨコナデ、駒郡ケズリ よ主格段

P67 土師陪
外而.口綾部ヨコナヂ、際部ハケメ

径1.5剛以下の砂粒
115 東区

埋土
第65閲

言霊
器防 619.7 胸部1/2 内面・口縁者Eヨコナデ、胸部指 lこぶい鐙色

をまばらに含む街
外面全体に燦付着 綾木I

頭圧1在、劇部ケズ1)

第67図
土師器 口径・ 20，5 口縁部完存

外面:ナデ iド:ぷなれミ詮どち色俗~~暁奇事怪忽箆盆邑 やや密、 0.5~2聞の
伊正室9116 東区 SX 1 PL.47 

~骨専用器 器f自.ム21.8 体部1/5)(鍋
内閣 口縁部ナデ、体部ケズリ、

砂粒を含む
外面i二m，斑

巻頭PL.3-1 底部ナデ

第67fl?l
士郎器 口径:15.5 

外泊:口綾部ナデ、{宇部ミガキ
2語、 0，5~2聞大の砂

117 東区 SXl PL.47 ほほ完存 内面:口縁部ナデ、体部ケズリ、 燈色~民褐色 内外国に泉班 伊藤1
警察PL.3-]

議骨専)jj器 指南 18.6 
底部ナデ

粒を含む

第67図
外ilfi:口縁部ナデ、{本部ケズリ 設員時色~厚i司、悟邑

やや務、 0.5~2剛の
土師器 口径 ※29.0 →ナデ

118 京区 SXl PL.47 
議骨専用器 器路:7.1 

口綾部4/5
内在日・仁1縁部ナデ、{本部ケズリ iこぶ(l黄控色~栂色

砂粒と5mm大の擦を 伊藤2
巻頭PL.3-1

→ナデ
含む

第67凶
土師路 口径 23.2 

外商，口縁部ナデ、体音iミガキ
黄いゅ陸ー色民法~むlifーl弗，ヲ，.褐p筒色じ やや'ìfj、 0 ，5~3聞の

119 京区 SXI PL.47 
議骨専用認 器高 22.5 

ほほ完存 内誼i:ロ縁部:ナデ、 i宇部ケズ1)、
砂粒を含む

外面に黒班 伊藤10
巻頭PL3-] 底部ナデ

第67図
土師若宮 口径・ 28.5

外国1・口綾部ナデ、体部ミガキ 九にoぷvい.，ミ黄包援と二邑切符詮?認色己 密、 0.5~3mmの砂粒
120 東区 SXl PL.47 市プ己~子A 内而 口綾部ナデ、体罰;ケズリ 伊藤3

巻頭PL.3-]
経骨専用器 器商:13.2 

→ナデ
を含む

SX] 第67図 須恵器
口径:8，3 外而‘頚~体部回転ナデ、底部 街、 0.5--2剛の砂粒

121 楽区 沼南:22.2 体部115欠損 ナデ→ヘラ記号 灰色~暗灰色 ヘラ記吟 :XJ 伊藤4t覚乱 PL.47 長頚盗
底径 9.8 内面回転ナデ

を合む

第67図 須恵器 口径 e※9.0 口縁部1/3
122 東区 SX2 PL.47 :?a!Wi : 26.3 

周部1/3)(1員
内外面:回転ナデ 浅黄色~緑灰色 密 山本くS

巻頭PL4-2 主主径:9，0 

第67図
口径・ 11.6

欠口損縁部1/5 外聞:体部回転ナデ、底部ナデ lこぶい黄燈色~123 東区 SX2 
巻頭PL4-2

器語道:4，4 
内面ー回転ナヂ 赤褐色

苦7 内外面赤彩 山本くI
底径:8.3 

第67図
土師器

口径:11.3 外問。体部回転ナデ、底部回転
にぷい黄位色~

124 京区 SX2 PL.47 
lf 
銭高・ 3.6 。ヌ巳ム行E ヘラ切り→ナデ

赤褐色
密 内外国赤彩 山本く2

巻頭PL4-2 lま径:7.9 内面自転ナデ

第67図 土師器
口径・ 12.0

日緑~底悶;
外国 体吉話題転ナデ、底部回転

にぶい貧殴色~
125 東区 SX2 搭i商:5.5 ヘラ切り→ナヂ 密 内外面語、彩 山本く3

巻頭PL4-2 郎 底径 8.3 
1/5欠損

内部回転、ナデ
赤褐色

第67閲 土師器
口径.※12.2

口銭~体部
外i富:{宇部拐事正ナデ、政調i回転

にぶい黄磁色~126 東区 SX2 
巻頭PL4-2 何ミ

{ili両国 4.0 
1/2 

ヘラ切りザナデ
赤褐色

'ifi 内外面赤彩 山本く4
底筏 ※6.4 i勾密閉転ナヂ

外田:口縁~頭部ナデ、体部ハ

127 北区
S123 第68鴎 土問結

器日1;・ム16.7 胸部1/4
ケメ

浅黄色
やや祖、 1~3酬の

外面煤付着 山本く23
床面付近 PL.38 き望 内面 口紋~頚部ナデ、以下ケ 石英を多鼠に含む

ズリ

128 北区
SI23 第68fl?l

底部
器i窃ム1.7

底部1/4
外開ナデ f汚Z立褐色

密 山本く24
思土 PL.38 底径 ※7.6 内言語 ケズリ 浅黄色

外而・口縁~頚部ナデ、体部ハ 控色~にぷい黄笹色

129 北区
S124 第71図 土師器 器高:14.8 口綾部2/3 ケメ

にぷい黄翠色~控色 祖
外聞煤付着 稲田4

床面付近 PL.37 王建 口径:※10.0 体部1/4欠損 内而:口縁部ナデ、頚部以下ケ
ズリ

外聞:口縁~岡部ナデ、体部ハ iこぶい誼蛙色~控也

130 北IK
S124 第71凶 土師器 器商:ム12.0 日縁部6/7 ケメ 密、 1胴の砂粒を含

外而煤{寸務 福田3
床面 PL.37 5翌 口径:※13，4 i4<剖;1/2 内間 口縁~鋭部ナデ、以下ケ とぷい塁き"';:ぷい黄~È む

ズリ

S124 第71閲 土師器
口径:※17.0

上干部・脚gp 外而ハケメ→ミガキ? 径 lmm以下の石英、
131 北区

床面他 PL.37 脚N腕
*6高:8.0 

1/2 内問自ナデワ
浅裁縫色

砂粒を含む密
綾木4

底径:8.7 

つ中つU
1
1
4
 



三林遺跡出土遺物観察表

第15表三林遺跡出土土器観察表(5 ) 

00. 地区 i関盤位機 t革主主 種別
法f立〔叩] 残存率 調盤 色調 胎土 備考 実証!J者ぬPL 苦言滋

132 北区 S下12怒4 第71凶 こ口iこ防綾総部 器iコ?芸壬者 ・※22.4 口綾部1/10 内外面ナデ 桜色
筏 1師以下の砂粒を

外iIii黒斑 芝悶 1
ム1.4 多く含む

5124 第71図 土師結 器高ム11.9 受け部・脚
外面:ナデ 径 2冊以下の石英、

133 北区
床面 PL.37 主主形*~台 底径.※20.4 由日1/2

内面'受け部ケズリ→ナデ、脚 にぷい燈色 砂粒を僅かに含む 綾木2
部ケズ1) 主若

134 北区 5126 
第72殴 土師器 口{圭※18.0

口縁部1/12 外商ナデ にぶい黄色 密 山本く39
PL.38 鼓lfe器台 器商.ム4.4 内函ハケメ→ナデ

135 北区 5126 第72U司 土鰯~
器商.ム3.5 脚部1/12 外面ナデ にぷい黄色

街、 1-2酬の石英
山本く38

PL.38 鼓形苦苦台 内面 筒部ナデ、立軍部ケズリ を含む

136 
5131 弥生土器 口径:17.0 口縁部ほほ

外面:仁l縁部多条平行沈線文、
にぶい黄綴色 径2回以下の砂粒を

南区
埋土

第74D司
き更 器防:ム7.1 70存

府部ナデ lこぶい鐙色 含む街
1育部に櫛描波状文 悩凹42

内面:口綾部ナヂ、府部ケズリ

外面 口綾部多条平行沈線文、
府部iこ多条平行5131(旧) 第74図 弥生土器 口t圭※14.4 頚部ナデ、体部ミガキ 密、 0.5-3皿の長石

137 南区 床面 PL.43…3 翠 器商ム15.0
口縁部1/2

内面:口縁部ナデ、頚部ミガキ、
にぷい黄信色

を含む
沈毅文と折l"lI列点 山本ひ3

以下ケズリ
文、外面煤付着

外面 口頭部ヨコナデ、岡部綬
頚部に羽状正予i突文5132 第76図 土師括 口径・ 21.0 胸部の一部 ハケメ→横ハケメ 径 1間以下の砂粒を

138 南区
床間 PL.39 盗 器商:32.4 欠損 内面 口頚部ヨコナデ、胸部ケ

浅黄燈色
筏かに含む密

口綾部内外面に煤 清水23

ズリ→ナデ、底部指頭圧痕
付着

5132 第76図 土師~ 口f手:"U4.2 
外面:口縁部ヨコナデ、際部綴 黄綴色 怪 5mm以下の石英、

139 南区
埋土 PL.39 王室 器高ム13.8

口縁部1/2 ハケメ 砂擦をやや多く含む 外面煤付着 d、lU3 
内面 口綾部ヨコナデ、務部ケズリ 明2竜褐数 笛:

外面 口縁部ヨコナデ、胸部ハ にぷい賞燈色
径 3皿以下ムの石英、

5132 第76閲 土問器 口径:※13.2 口縁部1/4 ケメ 井上9・
140 F首区 床面 PL.41-1 2里 器商.ム18.0 岡部1/2 内面 口縁部ヨコナデ、総部ケ j主貨燈色

砂粒、金雲母をやや
10・11

ズリ
多く含む密

SI32 

|liP第3L77663 図凶9 

土師器 口f壬:18.6 外而ハケメ→ミガキ 浅黄燈色 径 1間以下の砂殺、
141 南区

埋土 高主平 器高:ム11.6
路部iまiま完存 内面・土手間:横ハケメ→ミガキ、 にぶい黄1段色 金三雲母を僅かに含む 脚部i二透孔1孔 井上8

脚部ケズリ‘ハケメ 密

二UIi器
口径:17.4 外商:杯部ハケメ→ミガキ、桜1

径 Imm以下の砂粒を
142 rn区 5132 

PL.39 低脚郎
器商:5.7 ほぽ完形 綾部ミガキ、脚椴部ナデ 浅黄鐙色

合む密
井上7

底径・ 5.9 i対I函:口綾部ハケメ、持:綾部ナデ

5132 第76図 土師器 口径・ 14.6 外価縦ハケメ
径 2回以下ムの石英、

143 南区
埋土 PL.39 王道坪 器i商ム5.5

杯部lまiま完存
内面ミガキ

控色 砂粒をまばらに含む 内外面赤彩 井上5
密

144 南区
5132 第76図 土邸器 2幻2筏潟 ※22.0 口縁部2/3 外国 郎部ハケメ→ナヂ.1言E主任痕 にぷい燈色 密

士干底背臨に穴2筒
福田2

壌土 PL.39 高士干 :ム9.3 内閣 :J宇部ハケメ→係部下半ナヂ 所

第76図 土師器 口径白 20.6
外海:1コ綾部ヨコナデ、杯底部

径 1皿以下の砂粒を
145 南区 5132 口縁部完存 ハケメ→ミガキ l二ぷぃ黄鼠色 外出煤付請 井上6

PL.39 高杯 ~商.ム4.9
内在意 ミガキ

やや多く含む笛

SI32 第76図 土師器
口径 19.5 

口縁自M/5
外i溜ナデ 径 5mm以下の雲母、

146 南区 床面 PL.40 鼓形器台
};i潟 11.1

脚部4/5
内商受け部ケズリ→ナデ、脚 黄燈色 角関石、砂殺をやや 外而煤付着 小山4

主主径 17.3 部ケズリ 多く含む笛

5132 第76閲 土師器
口筏 19.8 外国ナヂο

147 南区
床間 PL.40 鼓形器台

器商:12.1 ほほ完形 内面受け部ナデ?脚部ケズ 浅黄燈色 精良、笛 !事滅主主Lい 小山5
成径 18.4 リ?

148 街区
5133 第78~司 土溺号菱怒 器商:ム14.9 胸部1/2

外聞:f，本部ハケメ
浅黄燈色

密、 1-3mmの長石 胸部に波状文と事i
山本ひ7

E在爾 PL.41-2 内面:頭部ナデ、以下ケズリ を含む 突3得点文

149 宿区
5133 

第78凶 弥生土器 脚部1/4
外出i:ミガキ

陸色
径2間以下の砂擦を 外国に3条の沈毅2

井上12
埋土 総合 内宣言:ミガキ、ナデ やや多く含む密 段、コ角Ifiの透孔2孔

5133 第78凶 土師器 口径:21.0 口綾部日110
外揺:ナデ にぷい黄般色

径 2間以下の砂粒、
150 南区

埋土 PL.41-2 鼓形器台 器高 10.9 脚部1/3
内面:受け部ケズリ→ナデ、脚 iJ<黄燈色

金主主母を含む 密
井上4

部ナデ

151 南区
SI33 第78図 土摂ig苦 口径:18.2 J;ff:邦完存 外聞:縫ハケメザヨコナデ

法政経色
径 lmrn以下ムの砂粒を

内外国赤彩 井上2
床面 PL.41-2 腕付椀 器f塩:ム8.0 間I縁部欠損 内箇 :J不部ミガキ、劇部ナデ 多く含む密

152 南区
5133 第78図 土師器 口径:17.2 ff部言語存 外関 :J平部緩ハケメ、綱吉1;ナデ

燈色
筏 3醐以下の砂粒を 内外而

井上 1
床面 PL.41-2 勝l付椀 苦言i窃:8.8 腕1裾部欠綴 内海 :J平部ケズリ→ナデ、~怒ナヂ 多く含む訟 被然のため赤化

153 南区
5133 第78U耳 土師器 ロt壬 16.2

日綾部9/10 内外面:ミガキ
自灰色 径2師以下の砂擦を

井上3
成原 PL.41-2 低脚杯 器商ム4.3 にぷい災後色 僚かに含む密

154 南区
5134 第80~司 弥生土器 ロ筏 ※13.4 

口綾部1/4 外面 口縁~体部ナデ にぷい黄燈色
密、 0.5-1聞の石英 総郊に車l突列点

山本く18
理土 PL.44 霊童 器i窃 L>.7.4 内面 口縁~頚部ナデ、以下ケズリ を含む 文、外部燦付着

外聞:口縁拡張部に8条の凹線

155 南区
5134 第80図 弥生土器 口径.※17.2 日持部1/4 文、体部ミガキ、脚部ハケメ、

にぷい黄色
やや組、 1-3凹の

内外商赤彩 山本く 19
床面 PL.44 器台 i丘径 ※15.4 脚部1/4 脚端拡張部に7条の凹線文 砂粒を多く含む

内面受部ミガキ、脚部ケズリ

外面 口綾部多条平行沈線文、
府部に街続的な平

156 南区
SI35 第82図 弥生土器 口f圭.，日19.0

口縁部1/3 頚部ナデ‘体部ミガキ 浅黄色
街、 1-3聞の石英

行沈線文、外面煤 山本ひ2
埠土 PL43…5 き翌 器i自:ム13.3 内面:口縁~頚部ミガキ→ナデ、 を合む

以下ケズリ
付者

5135 弥生土器 口径:※15.2
外国.口綾部多条平行沈線文、

径 lmm以下の砂粒を 胸部に貝殻腹縁に
157 南区

埋土
第82凶

翌 器商.ム10.6
口綾部4/5 肩部ナデ 明賞褐色

多く含む密 よる押ヨi科突文
消水18

内問 口縁部ナデ、府部ケズリ

5135 第82図 弥生土器 口径:※18.6
外面 口縁部多条平行沈隷文、

街、 0.5-1聞の石英
158 南区 口縁部1/16 頭部ナデ 明黄褐色 山本く41AP5埋土 PL.44 王室 器商:ム4.7

内面:口縁部ナデ、頚部以下ケズリ
を含む

159 南区
5135・47

第四図
土締器 ~潟:ム9.3 坪底部1/3 外国:ハケメワ

燈色
径 2棚以下の石英、

脚内面に線刻j 清水17
上履包含溺 i部停 主主筏:12.5 脚部主主存 内iIii:胸部絞り目、lI!lI鱈部ハケメ 砂粒をやや多く含む

5135 第82悶 弥生土器 口径:※20.4
外面 口縁部多条平行沈線文、

内外面赤彩、端部160 街区
埋土 PL.44 器台 器商ム6.7

受部1/4 体部ミガキ 赤褐色 * 内面に煤付着
山本く40

内面ミガキ

5135・47 第82図 土師器 口IE ※12.4 外I面 口縁~頚部ナデ、体認ハケメ
0.5-1阻の砂粒を161 南区 上悶包含隠 PL.43-5 を芝 器l窃ム13.1

口縁部1/2 内面 口縁部ナデ、頚部以下ケ 鼠色
まばらに含む

外箇煤付着 山本ひ1
ズリ→ナデ

外国.口銭~頚部ナヂ、体部ハ

162 南区
5138 第85悶 土師器 口径.※17.0

口縁部1/8
ケメ

明黄褐色 密 外面煤付着 山本く22
坦!土 PL.44 室主 器高ム9.9 内町 口縁~頚部ナデ、岡部m

頭圧痕、体部ケズリ

外面:口緑~頚部ナデ、体部ハ

163 南区
5139 第87閲 士郎器 口径 ※13.2 

日革ま剖a/4
ケメ

赤褐色
密、 1-2聞の砂粒 日縁内面に列点文

山本く 14
P2埋土上面 PL.44 雪量 器商ム11.1 内面 口縁~頚部ナデ、岡部指 を合む 状の庄痕

設圧痕→ナデ、体部ケズリ

5139 外窓 口綾部ヨコナデ、胸部ハ

164 南区 床面 第87図
土師溜 口径・※11.6

口頭部1/4
ケメ

綴色
径 1mm以下の砂粒、

口綾部外面煤付事守 福悶43
P 1 . P5理士 宣r~ 昔苦高.ム8.2 内面.口縁部ヨコナデ、阿部ケ 雲母を多く含む密

ズリ

円
〈

UqU
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第16表 三林遺跡出土土器観察表(6 ) 

ltJ. 地区 i長整き機位
持凶 綴苦号B機1) 法霊童{冊) 残存率 調鐙 色調 胎土 {箱考 言提出i者ぬ
PL 

S139 土師器 器高ム7.2 脚裾部・脚
外宣言 ~校在日ハケメ→ミガキ、

165 南区 第87図 脚筒部ナデ 鐙色 精良、密 外i面赤彩 悩田44
埋土 向坪 成径:9.6 柱部完存

内部勝戦部ハケメ

SI25 第87悶 弥生土器 口径.※16.0 口縁部
タト溜:口綾部多条平行沈E童文、

筏 1岡以下の砂粒を
166 南区

埋土 PL32 5誌 器商ム3.8 1/10以下
Jii部ナデ にぷい黄縫色

合む E 内外面赤彩 福田41
内福 口綾部;ナデ、扇部ケズリ

外田 口縁~頚部ナヂ、休部ハ

167 南区
S140 第89図 土師ll1i 日経 ※14.6 

胸部1/4
ケメ

iこぶい首位色
街、 1-3聞の石英・

外聞煤付着 山本ひ4
壁講埋土 PL.43…6 褒 器商.ム11.7 内面 口縁~頚部ナデ、胸部指 長石を含む

立責任痕→ナデ、以下ケズリ

SA3 弥生土器 器市i:ム3.7 外四:口綾部多条平行沈線文、 iこぶい位色~褐色
密、 0.5-1.5聞の砂

168 南区
P3埋土

第91図
主翼 口径:※15.7

口縁部li12 量買部機ナデ
粒を含む

伊藤7
内面.ナデ 1音色

SK5 第93図 弥生土恕 口径:※22.0
外箇・口綾部多条平行沈終文、

f壬1間以下の石英、
169 南区

埋土 PL45 き菱 器お:ム7.6
口綾部1/10 芸員部ナデ ;長賞綬色

砂粒を含む E 清水2
内面:臼綾部ナデ、霊童部ケズリ

170 南区
SK5 実193O 弥生幾土llIJ 口径:※14.3 口縁部1/10 外出 口口縁綾部部;沈ナ毒デ事、、 庭済部部ナケデズリ

潟灰色 筏含む1臨以下の砂殺を 総務に波状文 清水3
理E土 PL45 器高:ム7.6 内海 にぶい際色 やや荘l 五ヲ部外頭煤{寸ます

外凹 口綾部多条平行沈毅文、

171 南区
SK6 第93図 弥生土苦言 臼径:※13.7

口綾部1/8
頚部ナデ

にぷい怪色
径 1冊以ドの砂擦を

塊土 PL“45 き更 器高:ム4.2 内面:口綾部ミガキ、頚部ナデ、 多く含む
肩部ケズリ

172 南区
S1¥:7 第93B羽 弥生幾土器 2口2径潟 ※ 11.2 口綾部1/8 外商 口D縁綾部部沈ナ毅ヂ文、、翠喜1重部;謡ケハズケメリ i二ぷい黄侵色 径角的l主師玉音以含下むの砂E位、 外而I煤付者 清水6
埋土 PL45 ム4.1 内筒

S1¥:7 第93閲 弥生土器 口径:*15.0 
外商 口綾部多条sp:行沈線文、

褐灰色 径 2回以下の石英、
173 南区

埋土 PL45 宝翌 器高ム3.6
口綾部1110 務部ナデ

にぶい笹色 砂殺を多く含む笥
外商煤付着 消水7

内面:ナデ

174 南区
SK7 第93閲 弥生笈土4ta 口径.※14.3 口綾部1/8 外聞 ナロ縁デ部ナデ、 j長賞授色

径 1醐以下の砂殺を
内外面赤彩 清水5

理主 PL45 llIJ言語 ム3.8 I持E宮 室英語Eケズり 含む 2苦

SK8 第94図 弥生土滋 口径.※20.5
外自主.羽憲章部多条平行沈薬事文、

径 1阻以下の砂粒、
175 南区

樫土 PL45 き菱 器防ム6.2
口喜子告CI/5 際部ナデ にぶい黄綬色

金言雲母を含む 密
清水8

内E在 日綾部ナデ、資者Eケズり

176 南区
SK8 第94O liJ;全Lを土器 口径 10.6 口綾部1/2 内外面ミガキ 赤縄色

筏2間以下の砂擦を
内外面赤彩 清水日

経土 PL45 器i高ム4.3 やや多く含む街

SKI0 第95図 弥生土器口径※20.9
外溺:口縁部多条平行沈毅文、

筏 1回以下の砂粒を
177 街区 口縁部1/3 Ji4昔f，ナデ 浅黄燈色 外面煤付着 消水11

埋士 PL45 霊童 器商ム5.4
内断。ロ綾部ナデ、 Eヲ部ケズリ

やや多く含む密

178 筒ほ
SKI0 寄~95U司

可市子正川 口綾部1/10
外箇多条平行沈議文

浅黄色
後 l隅以下の砂粒を

治水10
壊土 PL45 .ム4.4 内爾ナデ 多く含む密

179 宿区
SK13 第96悶 弥生褒土滋 2口昔径話話・。 ※16.0 口縁部1/10 内外面:ナヂ 笹色

筏3醐以下の小擦を
消7)く12

思土 PL45 ム3.9 まばらに含む密

SK13 第96図 弥生土器 口径:該16.2
外而 口縁部多条平行沈線文、

径 1間以下の石英、 胸部外而に波状
180 南区 口是正剖;1/4 府部ナデ 燈色 清水13

理士 PL45 E霊 器i高:ム7.4
内面.口縁部ナデ、胸部ケズリ

砂粒を多く含む密 文、外面に煤付着

S1¥:14 第97li羽 弥生士総 口径:※16.4
外箆:ナデ、 緩色

径 1冊以下の砂粒を
181 南区

埋土 PL45 翌 器高:ム5.0
日縁部1/10 内面:口縁部ヨコナデ、阿部ケ 黄駐色

多く含む密
外而煤付着 消水14

ズリ

SK22 第98図 弥生土ll1i 口径:※18.6
タト街 :D綾部沈線文、室長部ナデ 筏 2阻以下の石菜、

182 南区
埋土 PL45 何i当者 器商:ム4.8 口縁部1/4

内預:口縁部ヨコナデ、頚部ミ 経色 砂粒をまばらに含む 口縁郊外面煤付着 清水15
ガキ、詳郊ケズリ 主若

SK22 弥生土法 口径:15.9 口縁部ほぽ
外面 口綾部多条'Hr沈綴文、

径 1mm以下の砂粒を 口綾部外面に煤付
183 南区

埋土
第98図

霊童 器商:ム6.0 出5Cff.子
周部ナヂ 経色

含む密 者
清水19

内面:口縁部ナデ、胸部ケズリ

SK22 弥生土器 口径 14.0 
口縁部;まl王

外面'口縁部不明、胸部ナデワ 径 1田以下の砂粒を
阿部に栂描波状文

184 南区
埋土

第98図
き霊 器おム10.6

完存
内面・口綾部ナデ、胸部ケズリ

赤被色
やや多く含む笹

口縁部被熱して赤 消水21
)河部1/4 it 

185 衛隊
SK22 

第98図 弥生笠土芝器 苦口言径潟 : ~豆 13.8 口車;l:部1/4 外海'ナデ にぷい貧鐙色
筏3捌以下の砂粒を

清水20
埋土 ム5.9 内iiii 口綾部ナデ、Jii部ケズリ 多く含む密

外面・口数~体部上半ナデ、下

1 
Pl 第100図 土師器 口径 7.0

ほぽ主主j[j
半ハケメ

糧色~浅黄舷色
密、細かな砂粒を多

体部;こ焼成後穿孔 厨子1
埋土 PL.46-1 小型丸底壷 器防 6.7 内沼 口縁部ナヂ、体部ケズリ く含む

→底部指頭圧痕

外前 日綾部凹線文、頭部ヨコ

~r.5 ，.< l1ill0l凶 弥生土器口径。 15.6 口縁部1/2 ナデ、閣部議ハケメ 黄後色
f壬2mm以下の砂粒を

小LlJI2
腐植:t図 譜日目高ム7.1 内町 口縁ffl;ナヂ、頭部繍ハケ やや多く含む密

メ、阿部ケズリ

外面 白縁部ヨコナデ、頭部ミ 策灰色

188 南区 ωi郡司(弥71唯 13.5 日縁部3/4 ガキ 筏 lmm以下の砂粒を
小山14

包含悶 ;指南ム9.9 内筒 口縁部ヨコナデ、額部ケ 明前褐色 多く含む密
ズリ吋ミガキ

外聞:口綾部多条平行沈線文、 明賞f昌色
径2醐以下砂粒、径

189 南区
GI4 第101閲 弥生土器 口径:17.4 

日頚剖;完符
室員悶部緩ハケメ

3阻以下砂擦を含む 産自部iこ羽状刺突文 芝田7
包含閣 PL46-3 盗 滋高:ム11.3 内面 口頭部憤ハケメ→ナデ、 鐙色

岡部ケズリ
やや租

G15 第101図 土師器 口径:※19.0
外面 口綾部多条平行沈毅文、

径1.5回以下の砂粒
190 街区

腐傾土!詞 PL46-3 宝霊 器高:ム5.1
口綾部1/3 頚部ナデ 1登色

をやや多く含む密
内外面赤彩 小山11

内而:口綾部ナデ、頚部ケズリ

臼筏:16.0 筏 2冊以下の砂粒、
記長部;iこ焼成li立穿孔

G13 第101図 弥生土器 口縁部完存 外酒:口縁部沈議文、園部ハケメ 4孔、認識;に沈綴
191 i有区

包含厨 PL46-3 古里
結協:17.4 

闘部下半2i3 内断:口綾部ナデ、劇部ケズリ にぷい黄憶色
4間以下の砂際を含

4条、 司君l突文
芝回8

底径:※4.8 む
外面赤彩

外簡 :1平部ハケメ→ナデ、脚部

192 南区
G15 第101図 土師器 口径:※16.7

口幸古;1/3 ミガキ 続色
径 1聞以下の砂粒、 ，j、UJI5

腐植土周 PL46-3 筋向く 認高ーム10.9 内箇:杯部ミガキ、脚部ケズリ 三塁母を含む 街

一ナデ

193 南区 綴1土5溜 第101図
1:[>生土器 器仁If商差: ※15.9 口縁部1/3 外i菌ナiヨ主デ主音ヮf，ナデつ腐部ケズリ 倍色

筏 1醐以下の砂殺を
内外聞赤彩 小山10

鉢 :ム7.0 I勾函 多く含む密

GI5 弥生土器 口f圭同 10.9 外面ナデ
径 1間以下の砂粒を

194 I有限
腐騎士関

第101閲
立旨 器高ム3.9

日綾部4/5 内閲 口縁部ヨコナヂ、肝部ケ 浅黄色
合む密

胸部に筒描波状文 小山13
;(1) 

G13 弥生土器 器商ム10.0 外聞ナデ?脚裾部沈線→ナデ 径1回以下の砂粒を
脚部の31;向に米

195 南区 買'}101図 脚部1/3 にぶい燈色 貫通の荷jみ状透孔 I背水22
包含騎 結台 互主径 ※20.6 内面ナデ9 多く含む密

外聞赤彩

196 東区
J6 第101U司 須恋苦言

器高ム8.5 体口議部t露完首E存欠損 外部ナデ→底部タタキ 灰褐色~褐灰色 ，百何 体日部号支上部半にi波二教状文、 綾木5
撹乱層 PL46-2 liJl 内i部・ナデ

44 

円

δ
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1
4
 



三林遺跡出土遺物綴察表

第17表 三林遺跡出土石器・石製品観察表(1)

No. 地区 滋感機位
J寧E喜

器種 一室主一音亡量議量(二醐工)亙E 霊長設(g) 石材 備考 実百著者00.
PL 

SIl 第8図
SI 東区

床箆 PL.48-3 
砥石 117 96 67 1.000 安山岩 折損品 水村68

S2 東区
SIl 第B図

磁石・砥石 131 72 48 780 安山岩 砥石から転用 水村60
床宣言 PL.48-1 

S3 東区
SIl 第8図

砥石 131 88 77 1，590 安山岩 水村61F長箇 PL.48-3 

S4 東区
SI2 

第10図 磁石・磨石 158 88 79 1，380 紫草車問石角閃石安山岩 上下端部に顔料付着 水村62
床函

S5 東区
SI2 第10額

砥石 163 29 19 100.7 粘板岩 二点接合 水村55
床宣言 PL.48-3 

S6 東区
SI2 第10図

砥石 84 34 54 140 流紋岩 僚痕顕著 水村54
床面 PL.48-3 

S7 東区
SI2 (推定) 第10図

砥石 66 39 21 97.5 琉紋岩 ほぽ全面を利用 水村46
謹二t PL.48-3 

S8 東区
SI4 第131l1l

砥石 140 62 62 710 安山岩 水村70
床盟主 PL.48-1 

S9 東区
SI5 第15凶

磁石・磨石 183 66 54 1，270 安山岩 正面図底面に顔料付着 水村40
埋土 PL.48…1 

S10 東区
SI5 第15図

砥石 85 78 48 430 安山岩 使用頻度低い 水村41
床薗 PL.48…l 

S11 東区
SI7 第20図

砥石 192 79 48 940 安山岩 水村69
床面 PL.48-1 

S12 東区
SI7 第20図

砥石 104 55 49 330 流紋岩 水村38
床立証 PL.48-3 

S13 東区
SI8 

第22図 敵石・磨石 181 93 66 1.680 安山岩 正面を中心に煤付着 水村67
床国

S14 東区
SI8 第22s喜

段石・磨石 145 86 70 1.110 安山岩 磨石から転用 水村58
床隠 PL.48-1 

S15 東区
SI8 

第22図 踏石 100 93 73 810 デイサイト 正面赤色飼料・裏面煤付着 水村75
床面付近

S16 東区
SIlO 第28図

砥石 389 229 230 19，000 花悶岩質アプライト S17と接合 水村81
涼函 巻頭PL.2-3

S17 東区
SIlO 第28~書

砥石 163 135 72 1.700 花闘岩貿アプライト S16と接合 水村80
床面 務i1IiPL.2-3 

S18 東区
SIlO 第28図

砥石 84 85 68 680 流紋岩 水村56
床立百 巻頭PL.2-3

S19 東区
SIl2 第31悶

石鐙 55 33 33 44.6 黒雲母角閃石安山岩 経 2条椴3条の溶有 水村20PlOJ盟土 PL.48-5 

S20 東区
SIl2 第32図

磁石 146 71 52 860 安山岩 水村42
南側埋土 PL.48-1 

S21 東区
SIl2 第321l1l

磁石 132 89 49 830 安山岩 水村57
上怒 PL.48-1 

S22 京区
SIl5 第34図

砥石 137 53 49 530 流紋岩質挺灰岩 水村47
床蘭 PL.48-3 

S23 東区
SIl7 第361l1l

敵石 99 96 42 680 安山岩 水村45
床商付近 PL.48-1 

S24 東区
SI22 第39図

殴石 130 84 65 760 細粒花閥岩 表面白風化顕著 水村63P3底面 PL.48-2 

S25 東区
SI27 第41図

砥石 145 73 71 1.020 花閥岩貿アプライト 表裏両側面が砥面 水村39
北京~J埋土 PL.48-3 

S26 東区
SI28 第43u望

敵石 170 92 75 1，650 安山岩 使用頗度低い 水村66
塁まf詩壇土 PL.48-2 

S27 東区
SI41 第48図

敵石 118 87 46 700 安山岩 石核へ転用か 水村44
北西側樫土 PL.48-2 

S28 東区
SK31 第63図

磁石・砥石 187 74 50 970 紫lIi'闘石角閃石安山岩 右側録下部に顔料付着 水村64
中爾 PL.48-2 

S29 東区
P109 

第65図 砥沼 143 62 61 950 デイサイト 水村76
壊土

S30 北区
S124 第71図

磁石 172 120 102 1，060 安山岩 使用による破損か 水村77
床立証 PL.48-2 

S31 北区
S124 第71図

砥石 158 95 73 1.180 紫蕊輝石角閃石安山岩 原E書面に徴f誌の煤付着 水村74
床商 PL.48-2 

S32 北区
S124 第71滋

砥石 53 28 11 30.8 流紋岩 右側面僚痕顕著 水村36
中長ヨ PL.48…3 

S33 北区
S124 第71図

砥石 68 35 12 45.2 滑石 水村49
床面 PL.48-3 

S34 南区
S133 第78図

殴石 169 86 49 970 安山岩 右側縁中央部に剥民主痕集中 水村59
北東側壌土 PL.48-2 

S35 南区
S133 第781l1l

敵石・磨石 85 70 51 320 紫lIi'輝石角閃石安山岩 磨石から転用 水村65~t沼田t壊土 PL.48-2 

S36 南区
S133 

第78図 砥石 187 79 40 710 安山浩 正面上部に智i際痕集中 水村78
北関倒壊ニt

S37 南区
S133 第78悶

磁石 177 81 66 1.210 紫基革関石角閃石安山岩 正面下部に煤付着 水村73
中島雪 PL.48-2 

S38 南区
S139 

第87図 砥石 60 30 12 22.8 粘板岩 水村53
巨詩草草担IJ壊ニt

S39 南区
S140 第891l1l

砥石 112 56 73 400 安山岩 正面図砥商にポリッシュ有 水村50Eまt梓埋土 PL.48-3 

S40 南区
SKlO 第95図

砥石 65 38 32 92.5 流紋岩 水村37
壊土 PL.48-3 

S41 南区
G13 第101図

太型蛤刃石斧 101 57 42 360 安山岩 基部大部分折損 水村43
包含圏 PL.48-4 

S42 東区
SIl2 第103図

凹基主主茎録 21.1 18.2 2.5 0.6 黒a~石 基部の挟り深い 水村04
壌土 PL.49-1 

S43 東区
中央付近 第1031l1l

凹基祭茎銭 20.7 17.3 3.8 1.1 思eM石 正面左側録に徴細剥離痕有 水村08J賞百L PL.49-1 

S44 東区
S144 第103関

凹基祭茎慾 17 14 3.6 0.6 黒曜石 正面基端部左側折損 水村52
北西部l埋土 PL.49-1 

S45 東区
S143 第103殴

凹基祭茎銭 21.3 18.1 4.2 1.2 黒磁石 街翠剥障で先端部破損か 水村口7
埋土 PL.49-1 

S46 東区
F6 第103図

凹基祭茎銭 25.1 19.9 5.1 1.7 黒a~石 両面IJ縁鑓歯状皇す 水村09J覚苦し PL.49-1 

S47 東区
S17 第103図

凹基祭茎銭 17.6 14.3 3 0.5 ガラス貿安山岩 水村10
北東側壌土 PL.49-1 

S48 東区
S12 第103凶

凹基祭茎銭 16.2 13.8 2.5 0.4 黒曜石 水村05
上厨 PL.49-1 

F
h
u
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三三林遺跡出土遺物観察表

第18表 三林遺跡出土石器・石製品観察表(2 ) 

1iJ. 地区 遂怒議{立
t軍主主

器扇
去数(棚)

重量(g) 石材 儲考 災担l者1iJ.
PL 長さ 穏 浮さ

S49 南区
G14 第103悶

凹基無茎銭 29 16 3.8 1.2 ガラス貿安山岩 霊安身部長い 水村03
包含隠 PL.49-1 

S50 東区
SI44 第103図

凹基祭茎絵 20.6 16.1 5.3 1.0 !黒殴石 水村06J党吉L PL.49-1 

S51 東区 SI19 第103U選
横型石匙 ム50 ム65 9 23.8 ガラス貿安山岩 三方向の折断面有 水村51

P14壌土 PL.49-1 

S52 京区
SI8 第103図

スクレイパー ム10 21 5 1.0 黒曜石 末端部断片 水村19
程二七 PL.49…1 

S53 東区
SI9 第104図

スクレイパー i6.4 23.8 10 20.6 ガラス震安山岩 背面倒からの急斜度E調整 水村48
撹乱 PL.49-1 

J1 南区
SI39 

第8i図 目玉 3.5 1.8 2.8 0.1未讃 滑石 家塚26
球部

第19表 三林遺跡出土鉄製品観察表

目a 地区 i産壁運機佼 捧在司
種目j

法委設 (臨)
重掻(g) 儲考 実務者民ユ

PL f主 幅 J!i!さ

F1 京区
SI2 第101Z1

釘 ム19 15 6 4.9 叩折釘、紬部断面円形 家主主23
壌土 PL.49-2 

F2 京区
SI4 第13関

穿孔具? 33 8 5 2.3 端部は切断されたようにつぶれる 家塚14
壌土 PL.49-2 

F3 東医
SI5 努15図 Z草 ム9i 25 4 35.0 両端欠jfl 家塚03

F4 東区 埋5土15あ・理る1!土い3は・1段9乱 i I FP第LLA41995-図22 I I ム65 :t 10.0 刃部先端、基部欠損、三つ折れ 家塚口7

F5 東区
SI5 第15図

18 2.4 家塚20
壌土 PL.49-2 

F6 Jl(区
SI6 第181Z1

鈍? ム57 10 4 8.5 繍部欠損、二つ折れ 家主主12
思土 PL.49…2 

F7 東区
SI6 言語18B司

棒状鉄片 ム54 5 3 3.4 断面方形、両端欠損、二つ折れ 家塚13
埋土 PL.49…2 

F8 京区
SI8 第22図

持状鉄片 ム54 11 4 5.8 ド可繍欠損 家塚口5
理土 PL.49-2 

F9 東医
SI8 第22図

錨 ム25 15 3 1.9 鱗あり、基部欠損 家塚22
3厨 PL.49-2 

F10 J¥(医
SI8 第22殴

釘 ム21 7 4 2.8 頭部円形 家寧25
理土 PL.49-2 

F11 京区 531隠8 第221Z1
板状鉄片 20 18 2 4.0 家塚19PL.49-2 

F12 東区
SI8 第22~耳

坂状鉄片 34 22 4 8.0 家康1i
;覚乱 PL.49-2 

F13 京区
SI10 第28悶

鋲付座金具 ム36 ム2i 3 12.0 洗浄時に破関、原型閉めず 家段21
埋土 PL.49-2 

F14 Iw匹 SI12 第32凶
袋状鉄斧 46 14 14 16.8 刃部および基部の半分欠損 家塚09PL.49-2 

F15 東区
SI12 言語32閲

穿孔具 51 9 8 4.9 袋部をもっ 議塚04
P2壊土 PL.49-2 

F16 京区
SI43 第49図

錯? ム28 9 3 2.9 錨状の稜あり、河端欠損 議塚18
型E土 PL.49-2 

Fli 京区
SI44 第50図

板状鉄片 42 20 4 0.0 家塚16
P1埋土 PL.49…2 

F18 北区
SI24 第71図

銘? ム2i 11 6 8.3 ニつ折れ、端部欠損 家塚01E主立百 PL.49-2 

F19 北区
SI24 第iH司

錨? ム34 17 2 13.0 ニつ折れ 家塚08
床ilii付近 PL.49…2 

F20 南区
SI35 第82悶

袋状鉄斧 ム48 19 12 16.6 基部は折り返し、刃部欠損 家塚口2
床ilii PL.49-2 

F21 南区
SI40 第89図

桓状鉄片 41 1 i 4 10.0 家塚15
樫土 PL.49-2 

F22 東区
H6 第102図

錨 ム43 13 3 5.4 刃部に鏑、裂すきあり、基部欠損 家塚10J党乱 PL.49-2 

F23 東区
H6 第102殴

棒状鉄片 ム3i 5 3 3.9 断面方形 家尿11
撹乱 PL.49-2 

F24 京区
E5 第1021Z1

棒状鉄片 43 9 4 4.i 一括取り上げ 家塚06
表土 PL.49-2 

F25 東区 B6 第1021Z1
釘 21 3 2 1.2 一括取り上げ 家康24

撹乱 PL.49-2 
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152 

151 

153 

150 148 

2. $133出土土器



戸 川 詳 話 事

s
 

E - 畏 h 昨 h 什 器

昌

t
 

可益
困

H 。。



指刊u明週mNva~
 

指刊刊丑O玄一ωω
 

ド@

描
H

判刊召EEあ凶

【@剖
@凶司

何寸」仏重製品特川

提川村川判週凶マ窃マ

@ 。
d

調刊判諸Fm窃的

hFm 

揖判刊喧回初N
 

N
 
∞
 

曜川村川村坦宮あ

@
 

ト



可 「 e h 持 品 川 刊 掌 民 事

。 吋

戸。一 w

】 O 切

ま

m E O 宮 田 ω ? t E F H H 鵠



調刊
H判

週日日マF
 

mFOF 。。r、ω・ωFXω

。∞
 

凶h円吋

山

wh叫

ドド

。。ド

九円hnH

時

vh
一『

吋ド

日
|

的マ」

-a塗剖内リ苓川



℃ 「 ふ 由 挙 出 向 書草111 

H ∞。

ト+ 臨

同 @ M

H
 
ω
 。

N
 

凶 期 間 副 議 、 千 E H H 醐

】∞ ω

戸 @
 

ω
 

戸∞∞

ω
 

朝 岡 田 跡 調 E Hけ h 汁 甜



マN
吋

踊刊川村召NeFXω
。
NH

N
 
N
 

吋

NH

mHH 

p、てf

塗阿理主川 d
 

@【司

。、
hH司



PL.48 三林遺跡

S33 
S9 

3 砥石
1. 511'4.5.7-8・12-17出土瞳E器

S41 

4 南匡包含層出土石斧

S28 

2. 5122・24.28.32.33-41・SK31出土瞳石器

S19 

5. $112出土石鍾



551 

S49 S46 S43 

553 

1 石匙 石盤スクレイパー

F3 

F1匁
F25 

FIO 

F14 

F20 

2 酷制品
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~ I 園地頭遺跡 PL.53 

仁】
11 ($014) 12 ($014) 

1. Sl2・SK37 由 '4出土遺物

2. S04出土遺物
4 

5. $K36出土遺物

長孟孟面面

一

2 

7 

3 

3. SK36出土遺物

、

13 10 

4 包含膚出土遺物 6. Sl2出土遺物
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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経
調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡 所在地 市町村 遺跡番号 。， " 
o ， N 

とっとりけん東とうはくぐん
35
0 

133
0 

20030501 一般国道9号
さコんば林や遺しいせ跡き 鳥東とうは取く県ちょうおお伯あ郡ざた越こえ

伯町大字国 31368 221 29' 40' ~ 8，408m' (東伯中山道路)
あ字ざ新しんみつばやし
三林1451まか 11" 52" 20031111 改築工事

鳥とっ取伯とはりく県吋町ちんょ東大とううおは拍字おくあ郡三ぐざんみ保iま 35
0 

133
0 

20031014 一般国道9号
井いず園ち地がし頭ら遺いせ跡き とう

東 31368 222 29' 41' ~ 288.8ぱ (東伯中山道路)
字あざ下しも滝た峯さみ平ねなルる;まか 07" 05" 20031113 改築工事

所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

先土器 スクレイパー

縄 M |落とし穴 21 石器

竪穴住居跡 20 

弥生
掘立柱建物跡 1 弥生土器

焼失住居
貯蔵穴 11 石器、鉄器
柵 2 

三林遺跡
集落 竪穴住居跡 土師器、須恵器27 

焼失住居
古墳 掘立柱建物跡 1 石器、鉄器

土坑 2 滑石製臼玉
竪穴住居の壁材

時期不明
掘立柱建物跡 3 
柵 2 

墓 平安 火葬墓 2 土師器、須恵器 蔵骨器

古墳 竪穴住居跡 1 土師器

井園地頭遺跡 集落
7~8 世紀

土坑 5 土師器、須恵器
溝 2 鉄;宰
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